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＜連絡事項＞
・設備・備品等整備依頼について、設備・備品等の破損や故障を発見したら一度リーダー
　へ報告し、リーダーを通して管理者やスタッフ等病棟全体へ情報共有することとする。
　また設備・備品等の修理が完了したらリーダーや管理者へ早めに報告してもらう。
・入院直後のボディチェックを徹底し、皮膚状態の観察を行い入院前の出血、外傷を把握
　して看護記録に記載することで、家族様からの皮膚トラブルによる苦情に対応できるよう
　準備していく必要がある。
・対面面会前の保清に関して、面会時間をスタッフ全体で把握し、面会開始30分前から面会の
準備を始めていく必要がある。

＜入室状況＞
【退院】
・林　綾子様～東病棟Aユニット15号室から自宅退院となる。
【転出】
・北野　恵一様～東病棟Cユニット4号室→南病棟Bユニット103号室。


＜患者様連絡事項＞
・特記なし。

＜隔離・身体拘束患者様状態報告＞
・宮崎　宏之様～終日隔離中。午前午後一時間ずつの開放観察指示あり。開放観察中は他室侵入、他者の私物弄りなどの迷惑行為あり、早めに開放観察終了している。引き続き、症状観察と早期に処遇制限解除出来るよう努めていく。

・藤井　崇史様～終日隔離中。自室で不穏興奮無く過ごしている。対面時は易怒性なく、被害妄想的訴えも聞かれず経過。引き続き、症状観察と早期に処遇制限解除出来るよう努めていく。

・長根　瞳様～身体拘束中。各身体拘束部の異常なし。度々スタッフコールあり、対応している。
[bookmark: _GoBack]しつこさや気分の高さは見られず。引き続き、症状観察と早期に処遇制限解除出来るよう努めていく。

＜措置入院患者様ケース検討＞
・藤井　崇史様～R7.8.4より終日隔離継続中。対面時の不穏さや易怒性、被害的な発言などは聞かれず経過し、夜間の睡眠も良好。周囲の騒音やスタッフの対応の遅さに対し、苛々を訴え、時に壁叩きをする事が見られている。

・斎藤　恒男様～不穏興奮なく他者トラブルなく経過している。引き続き、関係機関と連携し、措置解除に向け関わっていく。

・三浦　華菜様～R7.9.29、母様からの手紙を読み、不穏興奮著明となり、一時的にAユニットへ移動。通信制限開始となっている。本人へのかかわりはなるべく避けて頂く事を母親へ説明済。現在はBユニットにて経過。今後については、本人が入所するグループホームは母様が関われないような遠方の施設を検討していく事となっている。引き続き、関係機関と連携し、措置解除に向け関わっていく。

＜皮膚科診察＞
指示・処置変更なし。
